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文は全 8 章からなり、１章は序論、２章は文献精査と方法論、3 章は生物学的評価、4 章
は保護を優先する手法、5章は修復を優先する手法、6章は森林区域別の優先手法、7章は
優先手法の最適化と感度、8章は結論と提言である。 
 本論文の１章と 2 章の一部は査読制学術雑誌に公表されている。3 章については山火事
関連部分が 7 章・8 章の一部とともに査読制国際学術雑誌に１編の論文として公表されて
いる。3章から 7章までの 5章分のモデルの構築とその一部の解析結果について査読制学
術雑誌に１編の論文として公表されている。量的に貧弱だった熱帯林森林管理に関する景
観生態学的研究をおこなったこと。中でもインドネシアが新設した森林公園での研究で、
有用な管理用の新たなモデル化をおこなったは高く評価できる。なお、最終章で、インド
ネシアの多くの新設森林公園において、公園管理における保護を優先し、かつ利用や修復
を可能にする手法も提案され、実用的でもある。以上、審査の結果、本論文の著者は博士
（学術）の学位を授与される十分な資格があるものと、審査委員全員で認めた。 
